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序  章 
第 1節 研究背景と目的 
中国政府は、1958年 1 月、全国人大常務委員会第 91回目の会議を通して、『中華人民共和国






























                                                   
71958年 1月 9日の全国人民代表大会常務委員会第 91回目の会議を通して、1958年 1月 9日から実施する。「条
例」全文で 24条項目である。 







































第 2節 研究方法 
本研究は主に、文献調査とインタビュー調査二つの方法を使って、資料を収集した。 
① 文献調査 












































第 1節 中国の高齢化 
1-1 中国高齢化の定義 
人口高齢化（Population Aging）は、人口学の概念である。高齢者人口は総人口に占める割
合の上昇や人口年齢構成10の高齢化を指している。高齢者になる年齢は一般的に 60 歳或いは 65







政府は統計や文書の中で 60 歳以上を基準とする。中国における高齢期の基準は、45～59 歳は
前期高齢者、60～89歳は高齢者、90歳以上は後期高齢者に分けられる。一方、国際的には WHO
や国連（The Vienna International Plan of Action on Ageing 1982）の定義を参照し、60歳
以上の人口が全体の 10％、65 歳以上の人口が全体の 7％を超えた場合を高齢化社会と解釈され
ている。 
その基準に従えば、2000 年に中国では 60歳以上の人口比率は既に 10％に達し、高齢化社会
に突入した（『人民論壇』 2014年第 34期）。国家統計局『2014年国民経済と社会発展統計広
報』によると、2014 年中国の人口は 13 億 6，700 万人に達し、60 歳以上の人口は 2 億 1，200



















中国は人口大国であり、世界の 1/5 近くの人口を持っている。2000 年に中国では 60 歳以上
の人口比率は既に 10％14に達し、高齢化社会に突入した。他の先進国と比べ、そもそも中国は
人口が多い為、同じ高齢化率だとしても、中国の高齢人口数は圧倒的に多い。 
2010 年の第六回人口センサスによると、60 歳以上の高齢者人口は 1.78 億になり、総人口の
13.26％を占めた。2015年には、中国の 60歳以上の人口は、2.21億人、総人口の 16％を占めた。





がまだ高くないと分かる。しかし、60歳以上の扶養率は 1982年の 12.96％から 2010年の 18.91％
まで上がった。高齢者の増加スピードが速く、特に、高齢化社会になってから、高齢者人口扶
養率の増加がより速くなった。（表 1－1） 
表 1-1 例年中国人口センサスの人口年齢構成及び扶養率状況（単位：％） 
年 0－14歳 15－59歳 60歳及び以上 扶養率 
1953 36.28 56.40 7.32 12.98 
1964 40.69 53.18 6.13 11.53 
1982 33.59 58.79 7.62 12.96 
1990 27.69 63.74 8.57 13.45 
2000 22.89 66.78 10.33 15.47 









                                                   
13生産年齢人口：日本の基準によると、15～64歳までの生産力を持つ人が生産年齢人口と言う。 










高齢者人口割合が 7％から 14％へ移行する期間の中で、一番長いのはフランスの 114 年（1864
－1978年）である。次はオーストラリアの 73年（1939－2012年）、アメリカの 72 年（1942－
2014年）である。しかし、中国は 27 年（2000－2027 年）で移行し終わると予測される。中国
は日本とほぼ同じ速度で高齢社会へ突入しようとしているのである。 





フランス 1864 1978 114 
オーストラリア 1939 2012 73 
アメリカ 1942 2014 72 
オランダ 1940 2005 65 
ドイツ 1932 1972 40 
日本 1970 1994 24 
韓国 1999 2018 19 











くは、高齢化に入る前に、一人当たり GDPが約 5000－10000 ドルになっているが、中国の場合




当たり GDP が高い三大都市は上海・北京・天津であり、それぞれ 74572 元、71963 元、71294
元となっている。それぞれの高齢化ランキングは第 6、12と 15位となっている。しかし、広東










早まり、深刻な問題に直面している。また農村部では、60 歳以上人口に対する 80 歳以上の人
口比率が上昇傾向にあり、2000年の 9.5％から 2030年には 14.4％になり、その時点で都市部を
3.4％上回ることが予測されている。 
二元経済構造の下で、かつては農村部の高齢者の割合は都市部より低かったが、1990年代末
に、割合が逆転した。1993 年に都市部の高齢者比率は 6.39％、農村部は 5.92％であった。しか
し、1995 年に農村部の高齢者比率は 6.68％、都市部は 6.96％であった。農村部の高齢化は益々























60 歳以上 65 歳以上 80 歳以上 
人口（億） 人口比率％ 人口（億） 人口比率％ 人口（億） 人口比率％ 
2000 12.7 1.31 10.34 0.91 7.13 0.14 10.44 
                                                   
15 人口置換水準：人口が増加も減少もしない均衡した状態となる合計特殊出生率の水準のこと。若年期の死亡率が
低下すると人口が減りにくくなるので、この水準値は減少する。 
16 21世紀：2001年 1月 1日から 2100年 12月 31日までの時間である。 
 8 
 
2010 13.76 1.73 12.54 1.15 8.38 0.21 12.23 
2020 14.72 2.45 16.61 1.74 11.83 0.30 12.07 
2030 15.24 3.55 23.30 2.44 15.98 0.43 12.07 
2040 15.43 4.09 26.52 3.24 20.98 0.64 15.64 
2050 15.21 4.38 28.76 3.32 21.81 1.00 22.91 
耿忠平編集：「社会保障学導引」、同済大学出版社、2003年 6月 
（李雪 2004） 

























共産党は食糧問題という社会問題を解決する為に、1956 年 12月 30日に『農村人口の無制限な
流出を防止することに関する指示』を発表した。1957 年 3月 2 日、又『農村人口の無制限な流
出を防止することに関する補充指示』を発表した。1957年 12月 18日、中共中央と国務院とが
連携して、『農村人口の無制限な流出を禁止することに関する指示』を発表した。次いで、1958
                                                   

































 留守児童 留守老人 留守婦女（妻） 
留守婦女（妻） 母子留守家族 二世代留守家族 婦女（妻）型留守家族 
留守老人 隔代留守家族 空巣留守家族  
留守児童 子供型留守家族 三世代留守家族 















































                                                   






























































































                                                   




























































































































第 3節 政府の社会支援に関する研究 
最後に、政府の農村部「留守高齢者」への支援に関する研究を検討していこう。 
























































































第 1節 農村最低生活保障制度 
1-1 制度の背景 





















活保障制度が確立したことを証明した。2014 年 2 月 21 日、『社会救助暫行法』が提出された。


































































































老保険の実験地として、山東の五箇省を選んだ。1995 年から 1997 年まで、全国範囲で 2900 箇
































3、保険の納付年齢は一般的に 20歳から 60歳まで 





















1992 年 1 月、民政部は正式に『県級農村社会養老保険基本方案（施行）』を提出し、より明
確に農村社会養老保険を確立する基本原則とした。農民の個人年金を中心に、社会救済は補助
的なものとして、社会養老保険と家庭養老保障を連携させることを強調した。1992 年の年末、






















1、60から 70までの高齢者は毎月 50 から 90元までの補助金が受給できる 









































































































































































は益々増加している。2004 年 12 月まで、全国範囲で新型農村合作医療に参加する県は 310
県、1945 戸、6899 万人の農民がいる。参加率は 72.6％となった。 





の納付基準は毎年一人ずつ 60 元に増加した。 
2013 年 9 月 11日に国家衛生と計画出産委員会は『2013 年新型農村合作医療工作を実行に
関する通知』を発表した。2013年から、各級財政は新農合政策に対する補助基準を毎年一人
ずつ 240 元から 280元までに増えた。政策範囲内の入院手当比率は 75％ぐらい上がり、それ
に、児童の白血病・先天性心臓病・大腸癌・直腸癌等 20 種類の難病に対する保障を実験的に
開始した。 
2014年 4月 25 日に財政部と国家衛生計画出産委員と人力資源社会保障部は『2014 年新型
農村合作医療や鎮住民基本医療保険資金調達基準を上がるに関する通知』を発表した。 
資金調達方法：各級財政は新農合や住民医保に対する補助基準が 2013年の 280元から 2014



















































































































2011 年 7月 4日、民政業務年中分析会で“現在全国範囲では高齢者補助制度を確立した省は
14 個あり、800 万人の高齢者が補助金をもらえた”と発表した。 






























































































































































































































中で安徽省は第 4位で、年 2000万人が外に移動する。江西省は第 8位で、年 900 万人が外に移
動する。それは江西省が労働力輸出大省であることを明らかにした。 
第六回人口センサーによると、2010 年江西省人口数は 4456．78 万人であり、全国ランキン
グにおいて第 13 位である。2011 年江西省の都市人口は 2051 万人（45.7％）であり、農村人口
は 2437万人（54.3％）である。都市人口より農村人口のほうが多いことが分かった。 





30農村労働力輸出ランキング：1位、河南省 3500万；2位、四川省 3000万；3位、湖南省 2500万；4位 安
徽省 2000万；5位、江蘇省 1700万；6位、湖北省 1500万；7位、重慶省 1200万；8位、江西省 900万；9




常住人口が 4565.63 万人であり、2014 年より 23.47 万人が増加した。江西省の人口数が引き続
き安定的な成長を保っている。 
しかし、人口の増加によって新たな状況や問題が出て来た。高齢化問題が深刻になって来た
ことだ。2015 年末、江西省 60 歳以上の人口（633.71 万人）は総人口の 13.88％を占め、2014





センサー（612.867 万人）によれば 45.1041 人が増加し、増加率が 7.36％である。2010 年 11月
1 日、全市では 165.8249 万の世帯数がある。家族ごとに平均 3.83人、2000年の 3.87 人より 0.04
人が減少した。 
上饒市の常住人口の中で、都市人口は 275.6215 万人、総人口の 41.89％を占めた。農村人口
は 382.3499 万人、総人口の 58.11％を占めた。 
65 歳以上の人口が 48.4944 万人、総人口の 7.37％を占めた。第五回（2000年）人口センサー
によれば 1.52％増加した。上饒市の高齢者弁公室（老龄办）によると、2014年まで上饒市の 60
歳以上の人口は約 85万人であり、市総人口の 12.14％を占めた。 
『2015年上饒市の国民経済と社会発展の統計公報』の中の市内の人口変動状況サンプリング
調査の統計によると、2015 年末上饒市の常住人口は 671.5 万人、2014年末より 0.4％増加した。

















三塘郷は余幹県の西北部に位置し、面積は 71平方メートルである。三塘郷は 18 箇所の行政
村と 1箇所の委員会31を管理し、戸籍人口数は 3.86 万人である。 
劉家村は江西省余幹県の三塘郷に位置し、小さい村落である。劉家村は江西省昌万高速道路
の北側及び徳昌高速道路の南側に位置し、西側は横岗村、東側は寺前村である。昌万高速道路


































2015年（調査時点）、劉家村の世帯数は 360戸であり、14 歳以下の人は 400人、15 歳から 59
歳の人は 800人、60 歳以上の人は 200人がいる。つまり、劉家村は高齢者比率が 14.3％であり、
高齢化問題が深刻化している農村部である。 

























図の男女比率に示すとおり、男性 60％、女性 40％で、男性の方が多かった。 
 
＜年齢構成＞ 







































り、調査対象者の中で 2人暮らしと 3人暮らしの「留守高齢者」が多い。 





では、2 人暮らしや 3 人暮らしの原因及び具体的な家庭成員は何かについて、下図から分析
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していく。まず、2 人暮らしの家族を見ると、夫婦 2人暮らしのケースが 80％以上を占めるこ
とがある。後は「留守高齢者」自身と息子、「留守高齢者」自身と嫁（息子の嫁）一例ずつがあ
る。これらを見ると、「留守高齢者」2人暮らしの中で「留守高齢者」夫婦 2人暮らしのケース
が一番多い。言い換えれば、家の中で 2 人しかいない場合は夫婦 2 人でお互いに助け合うケー
スが主なケースである。 



















































守高齢者」は 21 人、全体の 47％を占める。劉家村の中でほぼ半分ぐらいの「留守高齢者」が
自分の労働によって老後生活を送っていると分かった。出稼ぎ家族の送金によって暮らしてい









































下図から見ると、毎月 500 元未満の「留守高齢者」は 38％であり、人数が一番多い。そして、
毎月 500 元から 999 元までの人数と毎月 1000 元から 1999元までの人数はほぼ同じである。毎
月収入不定の「留守高齢者」の人数と毎月 500元未満の「留守高齢者」の人数は合計 20人であ
り、毎月 500 元以上の「留守高齢者」の人数は合計 25 人であり、後者の「留守高齢者」の人数
は調査対象者の半分を超えていると分かった。 
これから見ると、劉家村中の「留守高齢者」の経済情況がそんなに酷くないと分かった。だ





999 元の「留守高齢者」は 9 人、1000～1999 元の「留守高齢者」は 11 人、2000 元以上の「留
守高齢者」は 5人、毎月収入不定の「留守高齢者」は 3 人が居る。では、この人数の中で一体
どういう収入によって構成されるかについて分析して行こう。 
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インタビュー調査を通して、一人暮らしの「留守高齢者」は 3 人しかいなく、ほとんどが 2
人暮らしや 3 人暮らしである。2 人暮らしの場合は「留守高齢者」夫婦 2 人の割合が一番高く
（87％）、3人暮らしの場合は「留守高齢者」夫婦と孫（孫娘）が一緒に住むケースが多い。一
人暮らしの「留守高齢者」は 45 人の中で 7％（3人）、「留守高齢者」夫婦だけは 29％（13 人）、

























































































































































































































































































が 4人いる。職業経験は非農業の「留守高齢者」が 6人、この 6人の中で社会保険に加入して
いる人が 3人しかいない。社会保険制度が自由参加なので、加入資格がある人は参加したくな
くてもできる。 
しかし、非農業の 6 人の中で 3人しか加入していないことによって、もう一人が非農業では
ないことが分かった。つまり、一人が社会保険を購入したことが分かった。 
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